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る
表
現
をiP 

，ひ
て
居
る
。
' 例
へ

ぱ

、

「

比

較

さ

取

る

漢

の

は

摘

營

ほ

激

ー

ホ

：

で
：：

あ

名
.

サ

ま八：：：

し

此

：P犧
胜

め.性
賞

に

.關 

尊

め

：
說

：
明

が

な

；
さ

：
れ

，
て

唐

な

レ

‘。
？.各
國
ー

內

に

於

け

る

各

生

藍

§

に

付

：.て.、y:

必

要

と

：
せ

れ

る
3

§
費
用
と
，

，3

ポ
の
.犧
牲
が
陶 ̂

'
:
1
<
?

と
^
^
1
2
^

ず
岛
事
ハ
斑
1
2各
生

：産

邀

素

の

眞

實

：費

用

^
:
1
;
^
:
1

ら

'の
；犧

牲

，
5
^
:
1
衣
.ふ
；耍

素

：に

還

元

：ず
：：

1
^
:
事

は

；§^
:に

じ

て.可
能

：で

あ

ら

ぅ

か

0ゾ 

庇

め
.間
題

を

解

か

ざ

？
ス

限

み

；；

.犧
牲

め

湘

對

的

比

；較

，に
：依

る

比

較

生

；產

費

照

理

.，の

說
,
-

.古
典

派

論

者'の
說

明

か

ら

單

に

言

葉

上

"
め

變
化
を
：
i

l

l

s
 
セ 

t

o

l

)

：：
.
；
. 

：：
.：
.' 

- 

.

.

.

.

.

.. 

. 

. 

:

‘ 

^

ッ
き
ヮ
ス
も
亦
此
較
生
産
費
原
理
を

「

努
力
.と
：犧

牲

な

：る

曾

葉

示

お

て

届

る

が

.、

：

バ.：'

ス：：

チ
：t
プ
ル
同
様
棱
そ
れ
ね
上
め
說 

明

を

厥

：へ
：
て

居

な

：か

0
:
-
へ
 

■ 

.. 

も
：：\

ぜ
プ：

；.

f 

r 

:
;

フ：. ；；い
？

 ： 

" 

. V 

.
,、
，
-

-

..:,

以

上

め

：如

<
i
n

典

：學

，派

の

比

較

生

産

費

！

i
i
J

せ

，ク

，
生

：
産

.カ
阜

位

r:

犧

胜>;:

努

力

の

：：如

き

眞

實

#
C
Wの
表
現
を
用
ひ
え
後
繼
者
め
試
み 

に
依
力：

ても
. ：

ン
を
の
困
難
か
ら
逃
れ
る
事
は
不
可
能
で
あ
つ.た
力：. ：：ゼ

；；

チ

な

日

ん

り
.

「

比

較

生®
費

説

に.對
す
.る
.眞
の

闲

難

は

ハ

.
慣

値

に 

關

す

タ

說

朋

が

：勞

働

費

用

，說

Glabor-cost ..th€ory;,.of value/)

に
依
存
し
て
居
を
事
ょ
り
も
寧
ろ
眞
實
用
說

(<sal-cost:theory 

.
o
f 

yâ
uê

じ
に
依
蒋
レ
て
居
る#
か
：.
生̂
す
る
の
や
あ
る
0
比
：！̂
生
產
費
：說
勞
働
資
湘
說
と
の
關
駒
は
感
史
的
偶
然
の
.事
で
♦
ク
て
、 

力
！
ヤ
が
眞
實
費
用
を
勞
働
量
で
：示
し☆
事
實
に
基
く
。
；..
.
：.
.
.比
較
並
産
資
說. が

：、：：：：

單

な

る

懷

値

に

關

す

る

當

費

用

說

で

は

な

く
 

眞
實
費
.用
.說
.の
.
{
#
1
に
そg

理
諭
的
親
據
を
得
て
居
る
と.：̂
て
も
、7此
.の
事
は
俩
等
比
，較
生
產
費
.說
の
地
位
を
變
へ 

レ
。
價
値
の
勞
働
費
用
說
，の
條
仲
：
.で
說
明
さ
れ
た
比
較
生
産
費
說
の
：次
陷
を
見
出
し
た
，論
者
は
A::

若
し
そ
の
說
明
が
債
傅
の
；眞
實
費

3P 

又
は
犧
独
說
と
®
ふ
他
の
形
態
で
.明
瞭
に
示
さ
れ
た
と
じ
て
ネ
ひ
も
無
ズ
同
様
の
辛
辣
ぶ
を
以
て
そ
れ
を
批
難
す
る
や 

即

ちg

題
.お
古g

學

派

勞

働

谓

個

說

の

持

：つ

打

勝

ち

難

4

困
難
と
同
凝
の
困
難
が
、
；：滿

ci!

な
る
價
値
：P
眞 >1̂

阅
說
を
建
設
す
る
試
み

に
’g

bて
生
ゅ
る
の
：で
あ
ろ0」(

S
. 

8
 

.
:

驚
レ
眞
實
费
根
の
：如
何
な
る
表
：現
を.以
：̂
^
:
.
^

お
，̂
;
^
じ
：̂
も̂
、
：
ぞ
れ
，；̂償
格
.即

ち

霉

費

用 

に
比
.例
ず

る

：
が
：如

；き

、

.冀
れ
冬
生
廣
耍
素
玄
導
兀
；
得
を
單
；

素
お
ら
：し
あ
：を
尊
は
不
：可
能
で
：あ
を
お
ら
セ
あ
：

を
：：ず

：.

ぉ 

マ
I

ャ
ル
に
f
 

I

I
學
說
i

>
 

S

I

I交
|

値
を
|

す

ま
f

用
.の
I

を
見
出
し
得
な
S

て
居
^
^
^
0
:

(

&
 
£

，
を

の

眼

身

に

：
於

；
て
：
、
，
バ
：
ネ

テ

.
1
:
プ
ル
、
i
ッ
デ
ヮ
I
ス
等
の
比
較
生
産
費
原
理
の
改
修
の
：試
み
は
、
失
收
.に
歸
し

た
と
® 
ウ
て
：ょ
か
ら
ラ
 
0

.

ン： .：

，
''
パ
ゾ
パ
ム':、-
:r,

マ
；M 

-:r:  
ニ：.- r

,■.■•
:
 

.

.

.
:
:
. 

‘ 

： 

.

.

. 

- 

■ 

. 

•

.
而
し
此
處
に
注
意
す
べ
き
は.、
.

，：T

ス
テ
V
プ
ル
，のr

犧
牲
し
；.チ
ズ

デ

.
ヮ
.
：

，
ス
'
の

r

努

力
.
^
.
犧
牲」

な
る
觀
念
が
リ
カ
！
ド
の

r

勞
働
置」 

な
る
觀
念
と
は
甚
だ
異
ウ
，た
も
の
と
な
つ
す
居
る
と
云
ふ
事
で
ホ
る
。

エ
ッ
デ

ヴ
1
,ス
.日
く
、

「

ょ
り
正
確
に
云
广
ぱ「

努
力
と
犧
牲」

で 

あ
り
、
が
む
と
も
勞
働
と
資
ホ

-
 ̂ニ
ク
の
：张
效
用
の
大
き
を
合
む
の
で
あ
る
。

」

S

1

5と
0
即

ち

エ

ッ

ダ

ヮ

ー

ス
，
の

眞

實

費

用 

は

、

リ

み

ー

ド

の
'主
張
せ
る
か
紙
き
客
觀
的
な
，單
位.で
：は
な
^
.
カ̂
、4
觀̂
的
、
心
理
的
か
單
位'
^
:
:
化
1
<
?
0
挺
っ
て
若
し
か
ぐ
る
：意
嗽
に
；
 

於
け
^
^
?
眞
實
費
巧
に.依
ウ
て
此
較
生
産
敷
原
理
ケ
改
修
し
得
た
と
し
て
も
、
1

理
ホ
自
由
貿
救
の
論
據
：と
：じ
セ
古
典
學

！*

れ
®

す 

る
所
と
大
い
に
興
つ
た
も
の
と
な
る
で
あ
ら*

T<a ,;

即
ち
リ
カ
ー
ド
の
如
く
比
較
す
べ
き
生
產
費
が
勞
働
置
勞

(

働
時
間)

の
如
き
客
觀
的 

耍
素
で
あ
る
な
ら
ば
、
比
較
生
産
費
原
理
.ひ
示
す
賈
易
の
利
益
も
亦
客
觀
的
な
基
準
に

依
：：

つ
て
！

jf

さ
れ
‘る
が
、
若
し
生
産
費
が
，

「1̂

力
' 

と
犧
微」

，
の
.如
き
各
個
人
の
主
激
，徹
、
心
理
的
な
も
の
で
あ̂̂
^
と
す
れ
ぱ
、
，賈
易
の
，利
餘
も
亦
倘
人
的
な
心
理
的
な
，基
準
で
示
さ
れ
る 

で

あ

ち

ホ

银

四

章

ニ

ま

が

に(

附
記)

參
照)

。

更
に
最
近
ハr

ベ
ラ
’1に
依
つ
て
、
ォ
ー
ス
ト
ャ
壤
派
の
費
用
概
念

(oppertunl’ty qost )

に
依
る
比
較
生
遗
貴
原
理
の
改
修
が
試 

み
ら
れ
た
O
S !

三〕

，.そ
の
說
明
は
別
の
機<§!

に
譲
る
み
す
る
がr

を
れ
，に
依
ウ
て
價
格
現
象
が

一

應
ネ
W
な
く
組
立
て
ら
れ
た
と
し 

て
'；̂

"
を
れ
た
習2:̂

の
利
益
に
.關
す
る
論
読
は
、
リ
カ
ー
ド
並
び
に
ミ
ル
の
求
め
た
，が
如
含
客
觀
的
評
债
で
は
な
レ
事
は
明
か
で
あ 

货
易
l
論
.：の
，發
振
1
^
^
突
為
&
摩
原
趣
.

； 

’： 
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勞
働
償
値
：溝

に

，基
ズ
比
：較

生

産

費

原

理

依

つ

て

改

修

し

得

な

い

と

す

れ

ば

、
如
何
線
る
方
向
め
蓮
路
を
見
出
す
ぺ 

さ
：ホ
ぁ
ら
.ろ
が
0
.
1
}
者
が
與
ク
て
东
；.お̂
や
^
0
’
に
ジ
：比
較
坐
産
1

理
ゐ
，̂
^
:
#
學
報
國
際
'
5
1
?
理
論
ボ
.袁
セ

有

ず

ぁ

窝

義

巧

：.同
3
'
1
^

脉
賢
に
關
し
，.て
冒
易&

の
何
れ
如
.の
通
货
の
條
.仲
に
於
，け
る
獨
格
り
各
國
問
の
絶
對
的
差
異e
即

.ち

各

國

價

檢

平

準

間

の

關

係

を

說

明 

す

；̂
黯

に

ホ

め

あ

れ
.る
。

(

註

1
©循
.つ
；，て

此

の

：各

國

：内

個

格

決

定

に

際

じ

：

^
:
^
古
與
學
派
論
者
の
.主
藤

す

る

お

如

き

.，
，，
單

純

な

る

勞

働

慣 

假

法

則

に

ま

、
ポ

週

，
あ

す

j ：??

事
を
放
擲
す
な

#
ぱ
.ジ
勞

働

慣

値

說

乃
！？！

眞

實

費

用

說'に
基
：
事
に
依
.る
比
較
生
産
費
原
理
め
困
§

ら

'
. 

ニ- 

.

.
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- 
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'
.

脫
れ
事
が
出
來
や

ifv9:':

を

の
.，乎
段-

u
a

セ
‘此
較

生.産
i

域
の

•生
：産

費

を

直

忘

：に

貴

勝

費

用

を

，以

づ

て

示

ず

.事
が
考
：へ
ち
れ
る。
‘
' 

:'リ 

典
事
派
め
此
較
生
産
費®
理
を
繼
承
#
て>:

£

原

際

®
格
现
諭
.
有̂
す
ズ
地
位
を
確
：保
す
る.爲

め

ぢ

そ

の

，此

較

す

.ぺ
蹇
生 

®

を3
^

費

用

に

，依

ウ
.て
示

す

：ぺ
★
か

、i
ひ

は

貨

幣

費

用

を

以

，ぎ

不

ザ

お

ま

か

.

S;

論5&

は

、

旣

は

バ

斤

，
.プ
ル

：
を

，
，

：lrn:

ル

，
グ
ン 

め
間
に
於
ガ
行
甘
れ
た。n 
口
，：ル
ダ
y

の
生
.服

る

：所
に
槐
れ
ぱ
、
比
較
生

M

資
原
理
を
貨
勝
費
用
で
說
明
す
る
諭
據
な
、

1

つ
に
は
貿 

易
當
事
國
間
め
生
産
費
の
，
.比
較
的
差
黄
が
懷
將
め
，絕
對
的.差
異
に
轉
化
さ
れtQ

過
錯
あ
示
す
際
に>1:1

ぐ

.に

は

更

に

進

ん

で

國

際

價

値 

法

則

；霜

お

靈0
法

則)

？
を

適.用
ず

る

際̂巧

資

幣M

俄

る

ま

現

が

：ょ
け

’適
當
せ
あ
る
ふ
#
ふ
朝
に
#
.

る
""(

f
i

:

六)

お
論
單
に
比
較 

生
産
費
#
理
が
國
際
價
格
现
凝
を
說
明
す
％
任
務
の.
^
:
を

持

；
つ

て

居
.る
；̂
す
；̂

;

の

貨

常

費

.

f以
だ
單
的
に
承
す
事 

が
便
梵
で
あ
ら
ぅ
タ
併
：し̂
!
^
モ
独
.
.
.
^
沸
.比
較
生
淹
费
原
理
#
"
.

「

賈
易
當
靠
國
；が.淡
め
生
.産
耍
素
笼(

比
較
生
産
資
原
理
-の
示
す
後
仲
通 

淡)

結

合

を
#
ち
ば
：、A
量
：

0

廣

働

を

，以

：
ポ

：
ま

び

多

'
^
:生
産
物
を
作
？

5?

か
ポ
或
は
ょ
り
水

.い
勞

働

量

：を

以

ぜ

，同

量

ま

生

産

物

を
 

作

力

得

る

事

を

示

す

せ4%:

寧
を
缠
求
て
居
る
0
/即
ち
あ
典
學
派
論
者
の
，な
せ
：る
如
ぐ
、
：；此
較

I

生
產
費
原
理
が
生
産
物
增§
 

®

ふ
客
觀
的
甚
準
に
微4
貴
易
の
利
#£

1

誰
を
も
爲
す
べ
き
事
を
認
め
て
居
る
。
然
る
限
ゎ
、
生
産
費
を
た
と
へ
貨
稱
费
用
で
示
し 

た
と
：，̂
.て
ふ
，ハ̂
^
.
|
?
^

局
化
#
て
は
勞
働
凝
用
或
ひ
は
嚴
實
費
用

H

 a

廻
及
し
な
：け
れ
ぱ
な
ら
存
で
あ
あ
ぅ
？
そ
の
：爲
：め
.
は
、
る
相S

的 

償
.
が
相
對
的
價
値
に
禅0

て
調
豁
运
な
け
れ
ば
な
ら
我
か
と

Ilf

ぶ
事
が
、
常
に
基
.器
な

も

の

：ぶ
し
：て
海
ぺ

：

ら
れ
：

<?

◊□，..

(

許
一
:
.
6

.

，貧
嚴
理
諭
S

展
.
S嚴
政
：象s
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贺
慕
：理
論
の
.
震

す

ま

政

策

：原

理‘
 

き

a
s

九
六〕 

此
败
す
^
^
, 

I.

つ
，の
便
宜
な
ホ
法
を
與
；
<
^
‘
1
^
.

虞
以
外
に
は
何
等
な
し
得
な
ー5
;
.
0

」

8
.
.
1
き

：の
^
^

れ

愛

解

ま

.
0
-
^
.

し
v
-
^
も
、
：そ
§

稳
は
1
:
.
.
見
非
常
に
異
る
が
縫
肩
同
ー1

€

.

1す
る
ガ
で
あ
^
^

生
産
費
原
理
を
貨
轉I

で
‘
i

t
實
I

I

す
か
，i

爭
は
I

れ
が
自
晨
賈
I

義
の
論
據
と
シ
て
I

義
を
放
擲
き
る
，

课
ね
ハ
：，：舉
忙.表
现
形
武
の
間
題
に
過
ぎ
な.ぢ

；̂
>
.ュ
；：；.

r
: 

:::v

:
:
;
u
#

ル

ギ

ン

と

同

様

め

就

み

サ

ハ
：：：

最

近

に

於

て

ぷ

タ

シ

ぐ

.

AJ,

に

依

ク

て

な

さ

れ

た

o:
.
#
仏

乍

も

彼
A
亦 
一„ソ
コ
ホ
ゾ
ー
ン
i
同

返

し

て.

居

る

，に

過

ぎ

な

い

ゾ

ま

‘X

;,ぐ

f
r

此

Q

學

派(

十M

典

學

派̂̂

た

も

，
1

:

あ
：る

か

め

如

き

非

現

賞

的

な

感

ま

：へ
る
。
；

.

：
彼

等

が

な

し
#

§

ぐ
S

費

用

か

ら

k

發

す

る

代

り

：，に
，
，

':

我
み.

は

先

づ

日

常

I

 

般

に

考

，へ
ら
れ
て

.

届
？^

，費

用

、
，

.

即
ち
货
將
費
用
又
は
供
給
價
格
を
用
ひ
、然
る
後
勞

.

働
費
用

'.

へ
ま
進
む
の
ホ̂

 

用
.

か
货
勝
費
用
か
ぃ「

を
め

.

何

れ

を

據

る

ぺ

き

か

は

方

法

諭

エ

0

|

|

擇

サ

あ

：セ

、
：
或

.

ひ
；
は

寧

ろ

說

明

：の

^

^

い

良

き

形

式

の
.

選

撑

で

あ

る

？ 

.
,
:
:
:

結

局

結

論

は

：同

ね

で

あ

つ

；
て

.

、
港

レ

出

發

點

が

資

胳

費

用

セ

：
あ
つ
一
て
，

^

勞
働
費
用
に
起
逆
上
る
事
を
す
る
な
ち
ば
、

.

本
質
ゅ
：，̂
は 

同

$

の
推
理
に
依
つ
て
到
德
す
る
で
あ
ら
：う

0
:

し(

註
£

し
4

ジ

：レ
.

：

：

，、

:

.

V,.' 

..-

し

乍

ち

：注

意

す

：ベ

せ

事

：

^
、.
彼

が

吏
に： 1
步
を
進
めK

、： #

述
せ
る
勞
働
慣
値
法
則
に
基
礎
を
撞
く
比
較
生
産
費
原
理
の
難
點

、.  

即
ち
財
货
の.生
産
に
於
て
，勞
働
と
資
本
が
同
じ
割
合

.
や

ま

れ

な

ぢ

揚

合

遊
.
び
に
賞̂

が
不
平
均
で
不
麓#

圓
の
存
，ま
す
る
場
合 

の
困f

を
ま
幣
費
用
を

使
用

ず
る

事
に

依

つ

.
て
；克
服.P;
や

う

，と

じ

た

：點

で

.
あ
る
：
o(

§
§
.

彼

の

試

み

は|
應
成
功
し
て
居
る
'や
う
に 

見
沃
る0.
即
ち
彼
が
各
國
內
に
勞
働

.
償

値

法

则

當

ホ

る

事

あ

放

泰

し

て

、
：
直
ち
に
貨
幣
費
用
を
以
て
比
較
生
：産
費
原
理
を
說
明
す 

る
以
上
、#

働
償
A

說

に

彼

る

比

較

費

原

理

，の
：

.
慎
格
：现
論
ト

：

の
，お
：の
如
身
灘
默
は
：た
：や
す
く
克
服
し
得
や
う
.。
併
し
乍
ら
波
が
始 

め
忆
：主

張

し

た

や

う

び

務

働

費

用

へ

：
と
維
む

」

’ッ
事
は
果

4

て
容
易
に
な
し
得
る
だ
ら
う
か
P
'

遺
憾J1L

ら
被
は
そ.
の
點
に
，關
し
て

满
等
說i

t

る
所
が
な
い
。.併
し
筆
者
が
別
の
機
會
に
示
し
た
如
く

(

前

，福

拙

稿

「

正

：統

舉

派

貿
♦
酒
論」

J
.
n

七
1

1三
. ！

買
所
戦)

、
‘ 

霄
め
說
明
か
ら
河
び
勞
働
ま
用
に
迄
忠
實
に
逆
が
っ
た
な
ら
ば
、
貿
易
に

.嗽
っ
てi

ホ

勞

働

*
の
節
約
、
，
生
産
物
增
加.を
0

さ 

す
：
ほ
っ
て
赋
少
す
る
場
合
が

ぁ
..

得
る
の
で
ぁ
る
。
f

l

i
ボ
^
^

理
論
上
に
於
け
る
，難
點
は
救
ひ
得
る
と
し
て
も
，

十：！

典
學
派
論
者
の
意
味
す
る®
由
賈
易
主
義
め
論
據
と
し
て
の
地
位
は
全
く
喪
失
し
‘

V 

-
;
-
,

マ
-
-
:
-
.
,
'

ン.

.

:

.ゾレ：
' ベ
.
:
‘-

ニ
-
. 

V
V 

 ̂

■

…

；

な
け
れ
ぱ
な
ら
な 

V

O

:ペ

ン

.
：

、

ハ
，
に、〜

.
：
：

r 

一
 

'
:
.
.
:
;
:
^
^
^
^
^
^
^
^
^
 ̂

ン
，

I

-
:
、
 

.然
A
尙
各
國
の
價
能
平
準
を
直
あ
に
貨
幣
費
用
で
示
す
：

^
，振
、
.各P

内
の
慎
格
が
如il

に
.

4

て
成
立
.す
る

や
&
讓
情
を
：說
明
し
得
な 

s

o即
ち
お
典
擧
派
の
比.較
生
産
費
原
理
が
各
國
價
撒
平
，準
間
の
關
係
を
；

I

說
明

す

る

際

に

生

じ

た

困

難

を

避

け

る

事

は

：

r

應

な

，

J

た
や

• 
•■ 

•
-
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;
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r
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-
. 

’ 

マ；' 
リ，.
-

1.‘ '
,

.

ぅ
^
見
ぇ
る
，が
：、

」

そ
の
.'實
そ
れ
は
単
に
そ
の
說
明
变
省
略
レ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
慣
妝
理
論
上
に
於
け
る
地
位
も
亦
依
然
と

し
，て

解

；̂

:

殘
タ
居
を
で
ネ

る
。
. ：，；-:

一.マ
：
.
.
、
^
^
^
^
^
^ ̂

,

じ
...，

：

い
，'

ン
に
プ1
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註
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效
身
现
論
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賈
易
政
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原
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'んJ
1

へc
r
d
‘
：む
ん
.

)

.w
:5

■

ベ
來
ヴ
た
如
く
、
一：⑥
脚

攀

嫌

嘴

暴

理

ド

國

際

氣

将

斑

論

の

基

礎

を

，な
す
化

.
較
生
産
費
嚴
现
び
縦
點
：

^
對
レ
て
"
を
の
後
繼 

者
は
或
ひ
は3M
實
貴
用
に
依
り
、
或
ひ
は
貨
常
費
用
に
依
り
改
修
を
試
み
た
に
も
拘
ら
す
、
遂
に
失
收
に
終
ク
た
の
で
ぁ
る

o  

tfy

っ
て 

f

れ

た

た1

‘
 
'っ.
の
道
は
、
、
比
較
生
産
費
§

おta
g

域i

理
f

か.

すi
f

で

を
.
。-
故
に
比
：較
生
産I

理
i

間
：

F

 

.
便

値

は
、
償
ぐ
理
論
か
ら
は
全
ぐ
跟
立
し
て
、
貿
易
政

.
策
原
理
に
，對

す

る

I:

ウ
の
基
準
，：
^
提
供
す
る
事
の
み
で
ぁ
る
。

(

附
記
參
照)

' 

.
,
.
‘
第
三
節
比
較
生
商
'費
原
風
の
放
棄
と®
際
债
値
論
の
發
展
へ
の
論
匪
的
必
然
性'
‘

. 

>

:
ソ
^

:

耳
タ
て
載
者

m

古

典

學

鹿

i
i

f

ぐi
i

か

根

本

的

i

色

が

比

産

費

原

，理
に
基
礎
：
が

置

か

れ

て

る

默

に

あ

'
る
事
を
述
べ
、

そ 

の
服
り
に
於
て
如
何
に
多
く
の
批
刺
の
矢
が
向
け
ら
れ
た
わ
を
說
明
じ
、
結
厥

.T

ホ
風
ハ
：譽
派
國

H

懷
将
理
鎌
が
若
じ
比
較
生
産
費
原
理 

に
關
っ
て
居
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
當
然
均
衡
债
胳
理
論
に
迄
到
達
す
，べ
き
で
あ
っ
：れ

’O

J

と
結
論
し
た
事
が
ぁ
る
。

(

前
掲
挑
稿

r

國
際
懷 

お̂

偏
し)

事
實
學
說
史
上
に
於
て
も
、
古
典
學
派
國
際
償
格
理
論
は
そ
ゆ
方
向
に
向
づ
て
發
展
し
た
？
そ
の
夢
說
史
的
發
服
の
跡
を
也 

る
前
に
、

i
?

典
學
派
國
際
慎
将
理
論
が
何
故
に
均
衡
理
論
へ
と
發
股
す
べ
き
で
ぁ
っ
た
か
、
そ
の
；

i

理
的.

：

S
i

然
性
を
明
か
に
し
や
ぅ

P 

.

十

滞̂

に
於
て
勞
⑩
慣
値
法
則
の
例
外
的
特
殊
愤
値
法
則
と
し
て
の
國
際
便
値
法
旧
の
必
要
は
、
旣
に
リ
ホ
ー
ボ
に
あ
り
て
確
認 

せ

あ

於

ポ

た

。

リ
ヵ
ー
ド
に
依
れ
ぱ
市
場
慣
，格
は
結
周
自
然
偕
将
に
歸
着
す
る
倾
向
を
持

^
^

、̂
!
:

然
僧
格

は

更

に

労

働

置

.，，
：

(

並
び
に 

潤
又
は
時

問
；
}

に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
。
併
し
乍
ら
此
の
自
然
便

g

理
输
は
完
全
な
自
由
競
争
の
假
定
な
し
で
；

^

ま
持
す.

 

ま
が
不j

f

能
で
ぁ
り
、

.

リ
力
1R
 

の

自

然

ま

着

，

.

；
^

ま
耍
；ぶ
前
提
水
鬪
際
湖
れ
溯
渡
實
規
し
滞
な

S

と
み
、そ
の
結
嚴
厕 

際
間
办
仅

S
s
i

现
魚
に
紫
し
て

.j

般
ゆ
値
法
則
と
は
異
れ

’

る
新
し
き
說
明
原
，
驟

が

耍

睛

れ

た

の

で

あ

る

。
俳
し
乍
ら
彼
に
わ
っ
て
は
未 

^

チ
の‘

、
♦

喪̂

i
l

l

め
☆

♦

ホ.

ぼ
わ
っ.

て
、
ジH

,
H

ス•

ミ
ル
に
至
っ
て
始
め
て

一

般
傻
値
法
則
に
並
列
す
る

.

斯
の
國
際
®
値
法
則
が
設 

#

ら
か,

即

ま
§

國

際

慣

将

理
論
の
趙
設
は
リ
ヵ
ー
ド
に
依
っ
て
，
，
そ

の

I

步
が
踏
み
出
さ
れ
、
ジ

H

 

H

ス
•
ス
ミ
ル
に
依

I；—'.-：.......

ゆ

ズ

せ

ら

；̂
た

め

：
：
で
#
ふ
ザ
.
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前5^

拙
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際
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：ゆ
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論
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摩i:

節
ま
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派
國
際
慎
お
理
#
灘
ぴ
に
第11 ,

節
古
典
派
理
論
の
發
展 

參
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r
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;

.マ
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ir.

プ
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：デ
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:

へ
'

:

i
 
,

,

:

ッ
.

.

.

.

,
.
I雨
：

て
，古

典

娘

國

際

價

格

理

論

#

ま
て

i

先
ガ
.廣
一
に
注
意
し
な
け
れ
ば
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^:̂.
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ち.
國
際
間
に
勞
働
養
本
.
の
後
動
が
旧
雞
セ
あ
を
事
が
ら
レ
て

：：、
；̂ 
4

;
れ
：懷
檢
現
缴
ほ
廣
じ
て
；勞
：働
償
値
法
则
は
：完 

與
ベ
：る#
が

廣

ポ

⑩
蕩
i

懷
格
變
勘
の
上t
の
：眼
界
を
設
定i

單
：
間
接
的
に
制
約
ホ
る

.
に
過
ぎ
な.、ま
を
^
^
 

'た
れ
カ.
あ.
^』

彼.
§
創
唱
せ
：る
比
較
生
産
變
原
；理
：

0
^
:̂

れ
'を.
裏
書
ポ
あ
ま
が
，
:̂

め
，：̂ま
.̂
;
:め

：ほ
事
つ
お
他
か̂
^
說

明

ぎ

^
#
^
^
の 

市
能
性
を
認
薪
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
热

0

を
力#

レ
彼
はを

：：

の
：

&

能
性
を
：認
め
を
，ね
：み
で
数

9̂

言

：
.
之
を
明.
職
に
：示
す
事
は
ジ
エ
.

'
.

ス
♦

ミ
ギ
に
處
豐
れ
、資
力

r

l

ボ

飽

く

迄

客

體

僮

値

思

想

を

固

執

し

參

サ

ぢ

：

ま

パ

: 

:

^

V

H

.
:

:

ス；；，
も

ル

は

や

般

價

値

論

：ゆ
於
：て

き

る

場

合

ほ

伸

p

ま
^

^

法
則
、
§

)

最
大
費
用
法
則
が
を
で‘あ
ま
彼
ほ
交
換
の
：：̂;部
分

が

發

明

：法

则

：

に
；基
ぐ
とI

其
ふ
事
に
依
つ
て
理
論
の統」

化

，
に

努

め

た
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俳し他方に於て、跳
も
が
極
廣
：
に想排斥した

.需
耍
供
給
ぬ
：i

ぉ
が
！
！
に>,
償
格
現
魚
を
需
要
と
供
給
の均

衡

と

云

，
ふ 

形
式
i

明
す
る
事
も
-承
認
し
た
。
此
の
場
合I

法
則
か
或
ひ
はI

供
給
法
則
か
、
そ
の
何
れ
が
基
本
的
な
法I

あ
る
か
は
I
 

I

題
で
I

ザ

ま

i

行
.法
則
き
セ
後
者
を
認
め
、
；
少I

か
1
:
.
.
^
ド
f

 

i
代
的
理諭

：，
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^
步
を
徴
めW

事
は
明
か 

で
I

?
此
れ
需
i

f
被

霞

際

貧

易
i

E

組
織
f

®

際
價
假
法
則
と
名
付
け
、リ
ヵ
ー
ド
の
望
ん
，で
な
し得
な
か
つ 

た

所

わ

完

成

じ

た

の

で

が(

賺
撒
拙
.稿「S
就
#

貿
易
理
論j i 

0風
I
.
K
O
九
頁
參
照)

。
即
ち
彼
は
國
際
貿
暴
に
於
け
る
俳
給 

.と
需
要
が
種
々
な
る#
情

に

：傲

つ

P

變
化
す
ぇ
事
-
.並
び
にi

國
の
全
輸
入
と
全
輸
出
と
が
相
冗.に
ま
.拂
は
れ
、. ！

つ
の
為
銜
狀
態
.が 

成
立
ホ
る
事
を
確
認
し.た
デ
勿i

彼

お

る

均

觀

■
念
を
把
握
し
，た
び
：.で
は

な

く

、
，
：
國

際

貿

易

に

於

け

る

拘

衡

を

支

配
 

す

る

制

溜

件
q
:ま
ポ
に
主
と
し
V
J
P
C
^
を
の
：を

を

ま

s

v

kが
何
れ
に
ぜ
も
，外
國
貿
易
理
謝
に
於
で
、ミ
ル
が
リ
ヵ
ー
ドの 

因
兆
的
1

思
想
ど
：̂

し
、
椅
辦
思
想
：

を
踏
み
出
し
た
事
は
明
か
で
あ
る
.？レ

.
：；

；
：；

;

勿f

シ
m
s

m
.

ベ
た
如
ズ
、
他
ま
ま
て
ほ

i

の
®

课
的
貴
湘
原
理

.

S

强
^

m

なS
?
.

藍
し
彼
の
糖
衡
概
舞.

( ：

國
1

値
.法
則5

ヶ
は
依
然
ど
し
て
因
跟
的
慎
値
思
想

C

比
較
生
廣
货
原
禅)
の
基
職
の
上
に
村
建
て
ら
れ 

r
居
.る
；

S

ら
で
ぁ
る
ス
殊
：..に
贸
劾
理
論
が
ら
じ

P
;

リ
力
j

ド
流
；
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貿

易

め

斜

餘

、

履
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論
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を
引5
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場
合
，
梅
衡
原
理
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寧 

一
み
補
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的
原
理.に
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引
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ら
れ
て
.
b
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ふ
威
ぢ
貿
激
ゆ
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,裂
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費
用
原
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比
®
生
i

原
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論
證
す
る
所
で
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辟
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旗

理
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國
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媚
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^

則
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ね

別
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讓

國
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較
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；
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；
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.
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.
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；
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搞
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參
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仲
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蒙
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を
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翰
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^
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の
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^
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へ
；
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；

.

見
做
し
：
>;
ぢ

の
#

後

に

樂

で

：供
給
曲
；
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嚴
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懷
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藍

摩
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H
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.
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.
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範
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滿
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：
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.
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應
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.
：.貿

展

理

論
.
の
：
中

：心
：
は

均

廣
 

i

が

らm

發
し
た
所
の
慎
精
理
論
で
あ
る
べ
：ま

f

主
張
じ
：て
居
る
.
？
白

ふ

、

「

，か
く
の.
如
き
見
解
に
從
へ‘ぱ
、
國
際
貿

nl̂

の
.
甚

本

的
 

原

理

は

、
ジ

.H
,

ボ

ン

：
ズ
：め
；

1
1
ふ
ー

：「

，交

換

：
理
論
し

、」

>
i

そ

れ

が

輕i

主

要

問

題

の

：
巾

極

を

な

す

も

め

，で

あ

え

。

J
=

「

貿
慕
わ
.全
§

國
が
利
綴
を
獲
得
す
：
f

®
 

4
#

は
、
：I':
般

理

論

'
の
ぃ

一

棉
 

諭
.で
あ
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事
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す
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ょ
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揚
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：ふ
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し
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；
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受
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